
マイコン開発に必要な開発環境は、統合開発環境、デ

バッグツール(エミュレータ)、フラッシュプログラミングツール(プ

ログラマ)の3つです。統合開発環境を使用してプロジェクト

を作成し、統合開発環境とエミュレータを使って、ターゲット

ボードと接続し、デバッグ開発を行います。また、作成したプ

ログラムをマイコンへの書き込むツールをプログラマと呼び、プ

ログラム書き込み、消去、検証機能を備えています。開発

環境は様々な種類があります。ルネサス製品をベースにそ

の一部を紹介しました。

＜統合開発環境＞

E2studio , CS+ , IAR Embedded Workbench, 

Keil MDK , Green Hills Multi

＜デバッグツール＞

E2エミュレータlite , E2エミュレータ , Segger J-Link

＜フラッシュプログラミングツール＞

Renesas Flash Programmer , PG-FP6

組み込みシステムの中枢をなすマイコン。今や様々なアプリケーションで使われ、コードの自動生成やGUI

による簡略化など、システム構築のハードルが下がりました。その結果、マイコンの基本的な仕組みを理解

する機会のないまま開発に携わり、不具合解決に時間を要したり、対処が出来ないといった問題を抱え

ている現場が増えています。そこで、マイコン初心者や基盤となる仕組みを学び直したい方に最適なウェビ

ナを3週連続3日間開催しています。

Day2は開発環境編ということで、マイコンの開発環境や開発時の初期のつまづきポイントを解説いたしま

した。今回も300名を越えるお客様にご参加いただいたDay2のハイライトレポートをお届けします。

マイコン開発に必要な開発環境

開発環境の接続方法とよくあるトラブル

マイコンには開発を行うためのデバッグ機能が搭載されて

います。エミュレータを使用してデバッグモードへアクセスする

ために重要なのがエミュレータとの接続方法です。ウェビナで

はエミュレータとの接続方法、統合開発環境の設定方法、

接続時の注意事項についてご理解いただきました。

また、開発を行う上でのトラブルはつきもの。今回は初期

のつまづきポイントとして実際にあったトラブルを4事例挙げ

対処法を解説しました。

Day3では、Day1,Day2で学んだ基礎を基に、実際にマ

イコンを動かす為の手順をハンズオンのように説明します。
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マイコン初心者や基盤となる仕組みを学び直したい方へ
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■ 本日の登壇者 ■

車載を中心としたマイコンソフト開発の
経験を基に、マイコンのFAEとして活動

ハイライトレポート マイコン入門ウェビナ：
マイコンの開発環境と困った時の対処法を知ろう！2024. 7. 2

他の記事、ウェビナはこちらから

開発環境概要

エミュレータとターゲットデバイスの接続方法
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